
鹿児島県　グループホームあったかハウス松元 評価確定日　平成29年12月14日
（調査様式１）

１．　自己評価及び外部評価結果 作成日　平成29年12月12日　

【事業所概要(事業所記入)】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【評価機関概要(評価機関記入)】

入居者様お一人おひとりの個性や、得意なこと、今まで習慣にしてきたこ
とを大事にし、個々のペースに合わせ家庭的なゆったりとした雰囲気の中
で、毎日を笑顔で安心した生活が送れるようスタッフは笑顔で挨拶、声か
けに努めています。入居者様方が、庭に出て花見を楽しんだり、日光浴、
茶話会をしたり、生きがいのある生活が送れるように支援しています。フ
ロアにおいてもテレビを観たり音楽を聞かれたりまた、会話を楽しまれ入
居者様間の良い関係も築けています。運営推進会議の活用により、毎月の
地域交流会の参加者も定着し、老人クラブや8月には定期的に地域の方の
主催中心になり、ゲームや歌を楽しまれております。また、健康チェック
も毎日行っており、常に医療機関と連携できる体制づくりに努め、御本人
様や御家族様の相談・報告をし、安全かつ安心して、当ホームで過ごして
いただけるように最大の努力をしております。また、スタッフの入れ替わ
りも少なく、利用者様、ご家族様との馴染みの関係が取れていると思いま
す。

事業所番号

評価機関名

基本情報リンク先URL

鹿児島県鹿児島市石谷町1211番地23

※事業所の基本情報は，介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧し
てください。
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特定非営利活動法人　福祉21かごしま

鹿児島市真砂町５４番15号

平成29年12月5日

所在地 ○　交通量の多い県道の近くに建てられたホームであるが、比較的静かで、明る
くゆったりとしたリビングは、気持ちよく過ごすことができる。グループの協力
医療機関との連携が十分に図られて、主治医の訪問診療があり、受診経過や介護
計画は詳細に作成されて利用者や家族の安心につながっている。
○　地域との交流にも積極的で、防災訓練や七夕飾り、ボランティアによるレク
リエーションなどの毎月の地域交流会も定着している。ホームで開催する家族と
の食事会や敬老会・忘年会等には多くの地域の方々に参加頂いている。また、地
域校区の展示会や六月燈・いきいきサロン等にも参加している。近隣の方々が野
菜の差し入れ等で立ち寄られる機会も多く、利用者はこれらの交流を楽しんでい
る。
○　管理者は職員の意見や提案・気づきなどを業務改善やサービスの質向上に反
映させるために、日常的に話しやすい雰囲気作りに努め、対応は職員と十分に話
し合っている。職員同士の連携も良好で、日々のミーティングでもケアに関して
の意見交換は活発で、常に利用者個々のペースに沿った支援の実現に取り組んで
いる。また、職員の育成にも熱心で、年間計画に沿って施設内勉強会のテーマご
とに、職員に交替で講師を務めさせてスキル・アップも図っている。
〇　防災への意識も非常に高く、定期的な避難・消火訓練を消防署や地域の方々
の参加を得て実施するとともに、連絡網に沿った集合訓練も行い、訓練ごとに反
省点も話し合い改善に取り組んでいる。救命講習等関連の研修も充実させ、スプ
リンクラーや自動通報装置等の設置や点検、食料・飲料水等の備蓄もなされてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員はそ
の理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の一
員として日常的に交流している

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて生かしている。

Ⅰ．理念に基づく運営

2

月1回の地域交流会は定着し、毎月地域
の方々が来訪して下さりゲームやお茶を
楽しんでいます。また地域の方々の理解
を得て「楽しも会」というふれあいの場
や参加させていただいています。さら
に、年に1回、全グループホームの忘年
会に各地域のお世話になっている方々を
お招きし、地域内外の交流が一層深く取
れるようにしています。近所の方・御家
族・退所されたかたから季節の野菜や花
を頂いております。介護実習の受け入れ
もしております。

防災訓練や七夕飾り、ボランティア
によるレクリエーションなどの毎月
の地域交流会をはじめ、敬老会や食
事会・忘年会には多くの地域の方々
に参加頂いている。また、地域の六
月灯やいきいきサロン等にも積極的
に参加し交流を深めている。他にも
高校の実習生ほか、大正琴やハーモ
ニカ演奏等の地域ボランティアの受
入れとともに、近隣の方々が野菜の
差し入れなどで立ち寄る機会も多
く、利用者はこれらの交流を楽しん
でいる。

運営推進会議を設け、民生委員、地域包
括支援センター、入居者様のご家族の参
加を頂き、情報交換行っています。ま
た、地域交流会等や当施設の行事に招待
したりして「楽しかった」と感想をいた
だいています。管理者は、地域の総会に
出席し施設のことや個人情報等について
理解をお願いしています。

1

（理念）「ゆっくり、ゆったり、けれども
しっかり」「あったか地域であったか交流み
んなでつくろうあったかの輪」を玄関、フロ
アに掲げ、日々の朝礼や、ミーティングの中
で唱和し、いつも意識してケアに当たるよう
に努めています。職員憲章も毎朝唱和してお
ります。

2

1

3

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

ホームの理念に加え基本方針と職員
憲章を掲げ、職員は連携して利用者
が笑顔で安心した生活が送れるよう
個々のペースに合ったケアを目指し
て支援している。理念を玄関やフロ
アに掲示、朝礼やミーティングで唱
和して意義の理解を深めている。
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鹿児島県　グループホームあったかハウス松元(ユニット共通） 評価確定日　平成29年12月14日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に取
り，事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら，協力関係を
築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる。

会議は家族や民生委員・地域の
方々・地域包括支援センターの職員
等関係者が参加して定期的に開催さ
れている。ホームの現況や行事・事
故等の報告、また、課題等について
意見交換が活発に行われ、サービス
の質向上や地域の情報収集に役立て
るなど有意義なものになっている。

市担当窓口や地域包括支援センターな
どへ事務手続き等で訪問し、各種の相
談や情報交換を行うなど、協働して
サービスの質の向上に取り組んでい
る。また、包括センター主催の松元圏
域地域ケア会議や松元地区多職種連携
会議のほか、包括センターの職員及び
市介護相談員の来訪時にも意見や情報

交換を行っている。

4

3

5

地域包括支援センターを主軸に、松元地
区のグループホームの勉強会に参加し、
情報交換行っています。また、鹿児島市
から、介護相談の派遣や情報をいただい
ています。

4

2ヶ月に1度民生委員・御家族・地域包括
支援センター・事業スタッフ・入居者様
と情報交換を行っています。多方面から
の視点の意見をいただき、参考にし、実
践に取り組んでいます。また、ご家族の
悩み等を聞いていただきアドバイスを受
けたりしております。

6

身体拘束・虐待について常にミーティン
グ・勉強会で議題に掲げ職員間で意見交
換を行い、理解浸透や遵守に向けた取り
組みを行っています。毎週日曜日の朝食
後は中庭に出て朝の歌を唄ったり体操す
ることが定着しており、他にも天気が良
い日や洗濯物を干しに行く際は、外へお
誘いし気分転換していただいておりま
す。

5

言葉による拘束の排除も含め身体拘
束については、毎月のミーティング
で繰り返し話し合うと共に、マニュ
アル整備や事例も参考にした勉強会
を通じて理解を深め、安全を確保し
ながら利用者個々のペースに合った
自由な暮らしを支援している。ま
た、居室や玄関の施錠も行っておら
ず、職員は常に利用者の状態や行動
を把握し、外出時は職員が付き添う
ようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している。

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図ってい
る。

8

7
ミーティングや申し送り・勉強会で虐待
の例を掲げ、虐待を見過ごすことがない
よう注意を払い、防止に努めています。

入退居前、年2回の家族会等で時間をと
り、丁寧に説明を行い、質問等にも応じ
ることで理解・納得して頂いています。
退居後のアフターケアは運営者、スタッ
フともに携わり支援しています。また契
約の改定などがあった場合は直ちに家族
会を開き入居者様、ご家族に解りやすく
説明することで理解・承諾を頂けるよう
に努めています。

地域包括支援センターにてリーガルサ
ポート（成年後見人養成講座）を受講
し、学習したことは、ミーティングや勉
強会で報告し、情報の共有、意見交換
行っています。

9
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○運営に関する利用者、家族等意見の反
映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている。

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている。

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている。

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

利用者には、日常の会話を大切にし
て思いや意見を聞きだす努力をして
いる。ご家族からは来訪時の対話や
電話、年１回の家族会を通じて把握
に努めている。日々のミーティング
等や運営推進会議で全職員が内容を
共有して話し合い、ケアへの具体的
な反映に取り組んでいる。ご家族へ
は面会時やホームのお便りで必要な
連絡を行っている。

管理者は、朝礼や申し送り時のミー
ティング、月1回の職員ミーティン
グや勉強会で職員の意見や提案を聞
き取り、業務改善や利用者へのサー
ビス向上に反映するように取り組ん
でいる。また、日頃から話しやすい
環境作りに努め、職員が自由に意見
が出せる雰囲気が作られている。

13

12

新しい職員は法人内のカリキュラムに従
い他の施設の実習に行ったり、講習を受
けてもらっています。また管理者・職員
の質の向上にむけて、必要に応じた研修
を紹介し、積極的に取り組むよう奨励し
ています。さらに資格取得等の勉強会を
法人内で開催し参加を促しています。

賞与時に自己評価、管理者評価等を行い
各自が向上するよう、資格取得の勉強会
を定期的に行い、資格取得者において
は、実践者研修等の研修会に参加できる
よう努めています。

6

窓口に意見箱を設置し、来訪時に気軽に
記入していただけるよう環境を整えてい
ます。地域の方々を含めた運営推進会議
を定期的に開き、入居者様・ご家族から
寄せられた意見・不満・苦情等について
話し合っています。また、介護相談の受
け入れを行い運営への参考にさせていた
だいております。

7
定期的に職員研修やミーティングを行
い、運営者や管理者との会合を設け、意
見交換を行っています。

11

10
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

14

入居者様は、病院や施設からの方が多
く、そのため、入居前にそれらのところ
を訪問させていただき、専門の方の情報
やご家族様からの情報、ご本人様との会
話の中から最初に必要とする支援を見極
めるようにしております。

17

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

御本人・御家族から現在までの生活・健
康状態、経歴、性格、嗜好等の情報をお
聞きし、より良く知ることでコミュニ
ケーションを円滑に行い信頼関係を築い
ていける様に努めています。。また、こ
れまでの人生経験や得意とすることが日
常生活に生かせるように努めています。

同系列の施設とは、常に情報交換を行い
お互いに良い点は取り入れる様に努めて
います。また、地域包括支援センターを
主軸に松元地区内のグループホームのつ
ながりの強化を図っております。

御家族、特に現在まで一緒に暮らして来
られた方より、その人らしく生活してい
ただく為の、多くの情報を頂けるように
努めています。また毎月のスタッフから
のお便りで入居者様の近況を報告したり
年２回の「あったか便り」を配布するこ
とで当施設での日常生活を知っていただ
けるようにしています。

16
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

電話や手紙の取り次ぎのほか、ご家族
をはじめ利用者の知人や近隣の方々の
訪問が多く、ゆったりと過ごせるよう
可能な支援を行っている。また、利用
者が好む新聞の閲覧や家事等の作業、
地域の六月燈や展示会・いきいきサロ
ン等への参加や買い物支援などにも配
慮している。

21

食事時やお茶の時間、レクリェーション
時はスタッフも一緒に入り、特にコミュ
ニケーションの苦手な入居者様にはス
タッフが繫ぎ役を務め、円滑な人間関係
が持てるように努めています。

18

20

19

家族会を催したり、手紙や面会での意見
交換で楽しみをもってもらえるように努
めています。また、ホーム外レクリエー
ションの参加を呼びかけ、ボランティア
の協力を得ております。

8

ご家族・ご近所の方・親戚等、面会に来
られた方々の受け入れを通じてこれまで
の「つながり」を継続できるように支援
しています。来訪者に対しては居室で
ゆっくりと寛いでいただけるようにお茶
等を提供しております。

昔の生活習慣・風習を教えていただいた
り、そういった事を話す場面を多くもて
るように配慮しながら、会話やコミュニ
ケーションを取ったり、軽作業を一緒に
行う上で信頼関係を築けるように努めて
います。

6 特定非営利活動法人　福祉21かごしま



鹿児島県　グループホームあったかハウス松元(ユニット共通） 評価確定日　平成29年12月14日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

御本人の意向・心身の状態・残存機能を
把握し、洗濯物たたみ、下膳　食器拭き
などへの参加その人らしい生活が送れる
ように努めています。

御本人の希望に沿い、外出・外泊等出来
ないか御家族に相談したり、好きな食べ
物等を食事に取り入れ、出来るだけ希
望・意向に沿うように支援しています。
また意志疎通が困難な方には、御家族と
共に検討し改善できるように努めていま
す。

24

利用者の思いや意向は日常の言葉や
表情・所作から把握に努め、特に本
人の言葉や職員の気づきなどはメモ
に残すようにしている。ミーティン
グ等を通じて情報の共有を図り、職
員で対応を分析・検討し、必要に応
じてご家族とも相談しながら、本人
の希望や意向に添えるよう努力を重
ねている。

御本人・御家族より、これまでの生活歴
をお聞きし、施設内での生活に活かせる
ように努めています。日常生活での本人
の得意とする事など、スタッフと共に作
業したりしております。

22

23 9

必要に応じて御家族様の相談を受けた
り、遠方に御家族様がいらっしゃるとこ
ろは、病院へ面会に行き、食事　洗濯介
助を行ったりと関係を断ち切らない付き
合いを大切にしています。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

25

7 特定非営利活動法人　福祉21かごしま



鹿児島県　グループホームあったかハウス松元(ユニット共通） 評価確定日　平成29年12月14日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○チームでつくる介護計画とモニタリン
グ

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化

　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスに
捉われない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

10

御本人や御家族・主治医・担当スタッフ
の意見を取り入れ、相互納得のいくケア
プランの作成にあたっています。また、
負担にならない程度に生活リハビリを取
り入れ、有する能力の維持・向上に取り
組む形で作成しています。見直しは６ヶ
月、また状況の変化に応じて行っていま
す。毎月個々の話し合いもしておりま
す。

個別にファイルを用意し、食事・水分摂
取量・排泄等身体的状況及び日々の暮ら
しの様子や、本人の言葉・エピソード等
を記録しています。また朝夕に申し送り
を行い、情報を共有し本人にとってより
良いケアが行えるように努めています。
また、ケアプラン評価表を毎日記入し、
介護計画の見直しに活かしています。

医療連携を活かして入居者様の健康管理
に配慮し、日常的な安定を図っていま
す。また、必要に応じて、様々な支援に
柔軟に対応し、個々の満足を高めるよう
に努めています。

27

26

28

本人・家族から希望や意向を聞き取
り、主治医を始めとする関係者・職
員からの意見を反映させて、生活リ
ハビリも取り入れた詳細な介護計画
を作成している。ケアの経過は細か
く項目設定されたケアプラン評価表
や支援経過記録に詳しく記録され、
モニタリングも毎月実施し、それら
を基に計画の見直し・修正が適切に
行われている。

8 特定非営利活動法人　福祉21かごしま



鹿児島県　グループホームあったかハウス松元(ユニット共通） 評価確定日　平成29年12月14日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職員
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

31

看護職員を各フロアに1名ずつ配置して
おり常に入居者様の健康管理や状態の変
化に応じた支援を行えるように努めてい
ます。介護スタッフは入居者様の変化に
気づいた時点で看護職員に相談し、適切
な受診につなげています。

地域交流会を毎月行っており、近隣住民
を招待し、一緒にその時期の食べ物を
作って食べ、七夕や笑運動会・正月等そ
の時期にあったゲームや催しを行って降
ります。その時期に合った料理を一緒に
作り楽しま。運営推進会議では、民生委
員の方々・スタッフを交えて話し合い、
意見交換を行っています。年間計画の中
に民生委員　地域の方が中心にしてくだ
さるレクレーションもあります。

30 11

御家族の御希望を伺い、月2回の居宅療
養管理指導や往診にて適切な医療が受け
られる様に支援しています。また、緊急
時の主治医との連携・協力医療機関との
医療連携体制も整えています。必要に応
じては他の医療機関（皮膚科など）も受
診します。

一人ひとりの利用前の受診状況は十
分把握され、現状は全員が母体医療
機関をかかりつけ医としており、居
宅療養管理指導や往診を適切に支援
している。また、緊急時にも適切な
医療が受けられる。受診状況や必要
な対応は関係者で情報共有され、家
族とも適切に連絡が取られている。

29
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鹿児島県　グループホームあったかハウス松元(ユニット共通） 評価確定日　平成29年12月14日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。または、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人や家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

12

スタッフ全員、普通救命講習を受けてお
り、常に医療機関や主治医との連携体制
も整っています。また勉強会や、申し送
り・ミーティングにて意見交換を行い、
緊急時のマニュアルも作成しています。

34

入院時には御本人への支援方法に関する
情報等、協力病院と情報交換を密に行
い、状況に応じて洗濯や食事の介助を行
い早期退院に繋がるように連携していま
す。また、御家族とも回復状況等の情報
交換をしながら、速やかな退院支援に結
び付けるようにしています。

33

御本人・御家族へ「看取りの指針」につ
いて説明を行い、主治医と相談し、より
良いターミナルケアが行えるよう支援す
る体制を整えています。また、担当者会
議やミーティングにて、終末期における
処置の対応についてスタッフ間で共有し
ています。

重度化や終末期のケアについては、
「看取り指針」を基にして基本方針
を説明し、本人やご家族の意向を反
映できるように努めている。母体医
療機関との連携のもと、状況の変化
にも担当者会議やミーティングで話
し合って情報共有し、関連する研修
も行ってホームで可能な支援が行え
る体制を築いている。

32
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鹿児島県　グループホームあったかハウス松元(ユニット共通） 評価確定日　平成29年12月14日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけ
ている

何事も御本人の思いや希望を聞きなが
ら、能力に合わせた説明を行い、自分で
決め納得しながら生活して頂いていま
す。自己決定の困難な方には御家族、ス
タッフで相談しながら支援しています。

36

37

入居者様は人生の先輩であることを心が
け、誇りやプライバシーを損なうことの
ないよう、尊敬の意をもってスタッフ一
人ひとりが言葉遣いや対応に気を付けて
います。

35 13

年に2回に消防避難訓練を行い、地域住
民参加で災害時の対処方を勉強していま
す。管理者は、近隣住民宅へ赴き災害
時、避難救助の協力をお願いしていま
す。また、施設外周に車いすでも通りや
すい避難経路を整備しています。飲み
水・非常食等備蓄あり、スプリンクラー
設置もしてあります。連絡網を用いて集
合等の訓練もしており緊急時にスタッフ
全員が連携し対処できるよう努めていま
す。

常に利用者に尊敬の念を持って接し、
日々のケアで利用者の誇りやプライバ
シーに配慮した対応や言葉かけ、言葉
遣いとなるように、ミーティング等で
方法を検討・共有して実践に努めてい
る。関連する研修も充実し、各種の個
人記録や居室も適切に保護されてい
る。

14

定期的に夜間も含む火災や地震を想
定した避難訓練や消火訓練を、消防
署や地域の方々の参加を得て実施し
ている。救命講習等関連の研修の充
実を図り、スプリンクラーや自動通
報装置等の設置や点検、施設外周の
通路の整備、食料・飲料水等の備蓄
も適切になされている。連絡網に
沿った集合訓練も行われ、各訓練の
反省点の話し合いを通じて更なる改
善に取り組んでいる。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
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鹿児島県　グループホームあったかハウス松元(ユニット共通） 評価確定日　平成29年12月14日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるよう支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

39

38

施設の基本的な一日の流れは持っている
が、その人らしくその日の体調に合わせ
た生活が送れるように支援しています。
起床時間や入浴時間、散歩等おひとりお
一人の状態や思いに配慮しながら柔軟に
対応しています。

1540

好きなメニューの希望を取り入れ、お茶
や食事を提供しています。好みの味付け
(味見）や食事の量や形態、食器、時間
等にも配慮し個々に応じて食事を楽しん
で頂けるように努めています。またその
方の能力に応じて、簡単な野菜の皮むき
等をしていただいています。

地域の方々から頂く野菜や利用者の好
みをメニューや味付けに反映させなが
ら、とろみ食やきざみ食等の工夫も
行っている。野菜の下ごしらえや食卓
の準備・後片付けなど、利用者と一緒
にできることを支援している。家族や
地域の方との食事会、季節の行事食、
敬老会時の仕出し弁当、園庭での花見
のおにぎり弁当など、利用者の楽しみ
につながる工夫も行っている。

理容・美容は、施設に来ていただき、
パーマをかけたり染めたりとおしゃれを
楽しんでおられます。服装の選択のでき
る方は御本人に決めていただき、できな
い方はスタッフが支援しています。外出
時や行事時はＴＰＯに応じた装いができ
るように支援しています。

12 特定非営利活動法人　福祉21かごしま



鹿児島県　グループホームあったかハウス松元(ユニット共通） 評価確定日　平成29年12月14日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

43 16

41

お茶の時間はコーヒー・紅茶・緑茶を用
意し、本人の飲みたいものを選んで頂い
ています。水分チェック表にて1日の水
分摂取量を把握しています。摂取が困難
な方には、代替食やエンシュア、ゼリー
等を準備して、栄養摂取を確保できるよ
うに支援しています。

42

毎食後、口腔ケアの声かけ・誘導を行
い、できない入居者様には、スタッフに
よる歯磨き、義歯洗浄、うがい等の介助
を支援しています。月1回訪問歯科があ
り、希望者には受けていただき、スタッ
フは指導を受けております。

44

入居者様に応じて起床後、コップ一杯の
水または牛乳を提供して、排泄促進に繋
げています。また、水分量・便の性状を
把握し、消化の良い物を提供していま
す。散歩や体操など体調に合わせ適度に
体を動かしていただいています。

各入居者様の排泄パターンを把握し、出
来るだけトイレでの排泄を促すように支
援しています。夜間、ポータブルトイレ
を利用したり、毎食前後に、立位可能な
方は便座に座って頂き、トイレの排泄の
習慣が身に付かれる様に援助していま
す。

個人の習慣や身体機能に十分配慮し
ながら、排泄チェック表も活用して
可能な限りトイレで排泄できるよう
に支援している。ミーティング等で
羞恥心や不安の軽減にも配慮した
個々に合った対応を話し合い、個々
の介護プランに盛り込んでいる。
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鹿児島県　グループホームあったかハウス松元(ユニット共通） 評価確定日　平成29年12月14日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活暦や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

17

健康状態、精神的（御本人が気乗りがし
ないときは時間をおいて声かけをする、
または翌日にする）状況を見ながらおひ
とりお一人の希望に沿った時間設定をす
るように支援しています。また体調の優
れない時は、清拭や足浴を行っていま
す。

48

46

ソファーでの休息を希望される方には
ゆっくりくつろげるよう場所の提供を
行っています。昼食後、口腔ケア済ませ
午睡を取れるように、又、夜間の睡眠に
支障が無いように調整しております。

47

日々の申し送り・ミーティング等にて入
居者様個々の使用している薬を把握し、
服用時は2人で確認し更にご本人様と一
緒に確認し誤薬がないよう服用の支援を
行っています。状況に変化がある場合
は、主治医・協力医療機関へ連絡し、指
示を仰いでいます。また、薬の効用と副
作用飲ませ方について薬剤師を迎えて勉
強会もしました。

居室にてテレビを視聴される方、ラジオ
を聴かれる方、読書や絵を描いたり毎日
新聞を読んだりされる方、また、フロア
にて消灯までテレビ視聴される方と楽し
みごとの支援をしています。家事参加も
自分の仕事と思い参加されております。

45

利用者の健康状態や安全面に配慮し
ながら、リラックスできるような言
葉かけなども工夫し、足浴や清拭も
含め好みや習慣に沿った入浴を楽し
んで頂いている。入浴を拒否される
場合には、時間をかけてゆっくり対
話するような対応を心がけている。
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鹿児島県　グループホームあったかハウス松元(ユニット共通） 評価確定日　平成29年12月14日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援している

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者
にとって不快や混乱を招くような刺激
（音、光、色、広さ、湿度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

本人自ら電話したり、手紙のやり取りが
できるように支援しています。また、寂
しい思いをされている方には御家族へ定
期的に、電話をくださるようお願いして
います。

必要な箇所にはカーテンで採光の調節を
し、テーブルには鉢や生け花、季節の飾
り付けを行い壁は落ち着いた配色にし、
家庭的な雰囲気作りに心掛けています。
また、居室にはカレンダーを貼り、季節
を感じていただいています。また、トイ
レ、室内の臭いには敏感に反応し、空気
の入れ換えや、消臭スプレー等を使用し
気持ち良く過ごしていただけるよう配慮
しています。

共用空間は天井が高く、畳のスペー
スやソファーも配置され、明るく解
放感がある。季節の花や観葉植物が
飾られ、壁には職員や利用者が作成
したぬり絵や貼り絵・手芸品等が掲
示され、ゆったりとくつろげるよう
に工夫されている。室温や湿度、清
潔さにも配慮され、利用者にとって
不快に感じる音や匂いもなく、家庭
的な雰囲気の中で気持ちよく過ごせ
る環境である。

利用者の希望は日常会話を通じて把
握に努め、医療機関の受診のほか、
地域の行事や展示会、生き生きサロ
ンなど、可能な限り楽しく外出でき
るように支援している。日常的に
は、敷地内の花壇の手入れや散歩・
体操・日光浴、時には買い物やドラ
イブを楽しんで頂いている。ご家族
の援助のもとでの食事や墓参り、買
い物なども勧めている。

51

52

50

49 18

お金の管理のできる方は、御自分で所持
し、買い物時に御自分で払っていただく
など自由に使えるように支援していま
す。管理ができない方に対しては、御家
族と相談の上、買い物ができるように支
援しています。

御一人おひとりの希望に沿って、御家族
の協力のもと、外泊・外出・墓参り・買
い物等を支援しています。車椅子で遠く
へはいけない方においては日曜日と他２
日ほど朝食後中庭に出て歌を唄ったり体
操をしています。

19
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鹿児島県　グループホームあったかハウス松元(ユニット共通） 評価確定日　平成29年12月14日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安全
かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

55

20

御本人、御家族と室内のレイアウトを相
談し、使いやすい配慮、使い慣れたもの
があれば持ってきていただき、御本人が
居心地良く暮らせるように工夫していま
す。

54

みんなで一緒に寛ぎ談笑するテレビの前
と、一人でゆったりできるようにと3箇
所にソファーを置くことで状況に応じた
各入所者様の居場所を確保しています。
スタッフが入居者様と入居者様との会話
の繋ぎ役を行うことで馴染みの関係を
作っています。

居室は利用者の馴染みの人形や写
真・テレビ・時計・日用品等が置か
れ、換気や清潔さを含め日常が本人
のペースで居心地よく過ごせるよう
に配慮されている。ベッドや家具の
配置も本人やご家族の希望に沿うよ
う環境づくりを支援している。

53

建物内部はバリアフリーになっており、
廊下・フロア・トイレ・浴室等は手すり
を設けてあり、安全にできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫しています。
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鹿児島県　グループホームあったかハウス松元（ユニット共通） 事業所自己評価

○ 1 ほぼ全ての利用者の

2 利用者の2/3くらいの

3 利用者の1/3くらいの

4 ほとんど掴んでいない

　　○ 1 毎日ある

2 数日に１回程度ある

3 たまにある

4 ほとんどない

　　○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

56

Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

60

59

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

57

58

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿が見られて
いる。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。
（参考項目：49）
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鹿児島県　グループホームあったかハウス松元（ユニット共通） 事業所自己評価

　　○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての家族と

2 家族の2/3くらいと

3 家族の1/3くらいと

4 ほとんどできていない

　　○ 1 ほぼ毎日のように

2 数日に１回程度ある

3 たまに

4 ほとんどない

　　○ 1 大いに増えている

2 少しずつ増えている

3 あまり増えていない

4 全くいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく
聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により安心して
暮らせている。
（参考項目：28）

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る。
（参考項目：9,10,19）

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）
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鹿児島県　グループホームあったかハウス松元（ユニット共通） 事業所自己評価

　　○ 1 ほぼ全ての職員が

2 職員の2/3くらいが

3 職員の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての家族等が

2 家族等の2/3くらいが

3 家族等の1/3くらいが

4 ほとんどいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う。

66
職員は，活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う。
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